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電力設備は長期間使用すると何らかのトラブルで故障が発生し、

使用を停止せざるを得ないことがあります。そのトラブルの原因

を解明し、電力設備を早期復旧させるためには、詳細な破面観察

を行い、早期に対策を構築する必要があることから、電子線マイ

クロアナライザ（電子顕微鏡に化学分析できる機能を追加したも

の）を導入しました。

●破断材など凹凸が大きいものを高解像度で観察し、トラブル原因を究明できます。

●化学成分分析が可能なため、腐食が破断原因に関与しているかを評価できます

●大型試料（100mm×100mm×50mm）の観察・成分分析が可能です。

●高倍率の観察により、疲労き裂進展速度の評価が可能です

03
●長年にわたり蓄積してきた破面解析技術を駆使して、電力設備

材料のトラブル原因を解明するだけでなく、電子顕微鏡を用いた

クリープボイド観察でボイラ設備・蒸気タービン設備・ガスター

ビン設備材料等の余寿命評価を実施しています。

●過去に蓄積した豊富なデータベースを駆使して、

電力設備材料のトラブルを速やかに解決しています。
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